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し
い
。
彼
は
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
年
）
一
〇
月
、

四
八
歳
の
と
き
、
安
城
村
池
浦
の
土
地
に
三
七
歳
の

妻
と
一
六
歳
の
長
男
、
五
歳
の
女
の
子
の
四
人
家
族

で
、
ほ
か
に 
作 さく 
男 
級
の
男
（
家
族
）
を
一
二
〜
三
人

お
と
こ

連
れ
て
入
植
し
て
来
た
。

　

池
浦
は
、
碧
海
台
地
の
ま
っ
た
だ
中
、
一
八
八
〇

年
（
明
治
一
三
年
）
明
治
用
水
が
で
き
て
か
ら
、
入

植
し
た
人
た
ち
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
開
拓
村
だ
っ
た
。

一
八
九
一
年
と
い
う
の
は
、
新
用
水
開
通
・
入
植
開

始
か
ら
一
〇
年
が
過
ぎ
て
、
こ
こ
で
の
開
墾
が
成
り

立
つ
こ
と
が
分
か
っ
て
来
た
こ
ろ
で
あ
り
、
與
治
右

エ
門
が
移
っ
た
同
じ
一
八
九
一
年
に
入
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
家
が
現
在
も
五
軒
あ
る
。
與
治
右
エ
門
が
居

を
構
え
る
の
に
選
ん
だ
地
点
は
特
別
の
地
点
だ
っ
た
。

明
治
用
水
沿
い
の
道
は
、
現
在
の
碧
南
市
か
ら
東
加

茂
郡 
足
助 
町
へ
通
じ
る
主
要
道
路
で
、
海
岸
部
の
産

あ
す
け

物
が
山
間
地
へ
、
山
の
産
物
が
海
へ
と
運
ば
れ
た
道

で
、
「
大
浜
街
道
」
あ
る
い
は
「
塩
の
道
」
と
よ
ば

れ
た
。
池
浦
に
と
っ
て
も
う
ひ
と
つ
の
主
要
道
路
は
、

今
村
（
現
東
栄
町
・
今
本
町
）
と
安
城
村
の
中
心
地

�
　
 
近 
藤
   

與

こ
ん 
ど
う 
よ
   
 
治  
右
エ  
門 　

Ⅰ

じ 

え 

も
ん

　

明
治
二
〇
年
代
の
こ
と
、 
碧  
海 
の
新
開
地
か
ら
名

へ
っ 
か
い

古
屋
の
市
場
へ
農
作
物
を
出
荷
す
る
農
民
が
現
れ
た
。

入
植
者
だ
っ
た
彼
の
出
荷
の
仕
方
が
、
や
が
て 
西
瓜 
す
い
か

や
梨
へ
広
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
農
民
の
名
は
、

近
藤
與
治
右
エ
門
で
あ
る
。

　

與
治
右
エ
門
は
、
一
八
四
四
年
（
弘
化
元
年
）
尾

張
国 
海  
東 
郡 
萱  
津 
村
（
現
海
部
郡 
甚  
目  
寺 
町
）
の 
與 

か
い 
と
う 

か
や 
づ 

じ 
も
く 
じ 

よ

 
八  
郎 
の
次
男
に
生
ま
れ
た
。
こ
の
地
は
鎌
倉
時
代
に

は
ち 
ろ
う

は
す
で
に
萱
津
宿
の
名
で
知
ら
れ
、 
市 
が
立
ち
、
遊

い
ち

女
や
人
形
使
い
が
い
る
に
ぎ
や
か
な
街
だ
っ
た
。
江

戸
時
代
か
ら
は
名
古
屋
の
城
下
へ
出
荷
す
る 
蔬  
菜 
類

そ 
さ
い

の
産
地
と
な
っ
た
。
與
治
右
エ
門
の
家
は
、
も
と
は

武
士
。
名
古
屋
城
で
切
腹
を
命
じ
ら
れ
た
先
祖
も
い

る
と
か
。
明
治
期
に
は
、
小
学
校
を
こ
の
家
の
土
地

に
建
て
、
毎
年
運
動
会
に
招
か
れ
た
と
い
う
大
地
主

で
あ
っ
た
。　

　

與
治
右
エ
門
は
一
八
才
（
数
え
年
）
で
分
家
し
た
。

萱
津
生
ま
れ
の
彼
が
な
ぜ
碧
海
の
地
に
移
っ
た
の
か
、

記
録
は
な
い
が
、
農
業
を
手
広
く
展
開
す
る
一
種
の

大
農
経
営
を
目
指
し
て
、
新
し
い
土
地
を
選
ん
だ
ら

（
本
村
＝
西
尾
・
東
尾
）
と
を
結
ぶ
道
だ
っ
た
。
與

治
右
エ
門
は
、
こ
の
二
本
の
主
要
道
路
の
交
差
点
を

選
ん
だ
の
だ
っ
た
。
こ
の
交
差
点
に
は
今
も
石
地
蔵

を
ま
つ
る
が
、
ち
ょ
う
ど
與
治
右
エ
門
が
来
た
前
後

に
東
京 
大  
相 
撲

お
お 
ず 
も
う

   

の
力
士
だ
っ
た 
浜 はま 
碇 
が
立
て
た
も
の

い
か
り

で
あ
る
。

　

與
治
右
エ
門
は
、
他
の
入
植
者
と
違
っ
て
、
資
産

を
持
っ
て
入
っ
て
来
て
い
て
、
最
初
か
ら
食
い
つ
な

ぐ
た
め
の
作
物
と
地
主
に
納
め
る
た
め
の
米
と
を
作

る
だ
け
で
な
く
、
出
荷
す
る
ユ
リ
の
根
を
栽
培
し
た
。

珍
し
い
作
物
で
あ
り
高
く
売
れ
る
が
、
知
立
・
矢
作
・

岡
崎
の
市
場
で
は
値
が
つ
か
な
か
っ
た
と
い
い
、
名

古
屋
の
向
こ
う
の 
枇  
杷  
島 
へ
持
ち
込
ん
だ
。

び 

わ 
じ
ま

　

収
穫
物
を
大
八
車
に
積
ん
で
池
浦
を
出
る
の
は
日

没
の
こ
ろ
、「
夜
通
し
（
三
河
の
方
言
）
」
東
海
道
を

西
へ
歩
く
こ
と
三
八
キ
ロ
、
夜
明
け
前
に
市
場
に
着

き
、
明
け
方
の
せ
り
に
間
に
合
わ
せ
た
。
ユ
リ
は
多

い
と
き
は
畑
に
二
反
歩
も
作
り
、
収
穫
と
出
荷
の
と

き
に
は
、
近
く
の
農
家
を
頼
ん
で
仕
事
を
進
め
た
。

　

與
治
右
エ
門
は
、
い
つ
も
工
夫
し
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
す
る
農
民
だ
っ
た
。
尾
張
地
方
で
評
判
の

「
カ
ン
ウ
ド
（
寒
独
活
）
」
を
取
り
寄
せ
て
作
っ
た

と
こ
ろ
、
土
地
が
適
し
て
い
る
の
か
、
や
わ
ら
か
で

口
当
た
り
の
い
い
高
品
質
の
も
の
が
で
き
た
。
こ
ち

ら
は
岡
崎
の
市
場
で
も
売
れ
た
。

　

與
治
右
エ
門
は
、
ウ
ド
が
有
利
と
知
る
と
、
ユ
リ

畑
を
す
べ
て
ウ
ド
畑
に
変
え
た
。
思
い
切
り
の
い
い

の
が
與
治
右
エ
門
だ
っ
た
。
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